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４
月
30
日
の
任
期
満
了
を
も
ち 

ま
し
て
、
４
期
16
年
間
に

わ
た
る
町
長
職
を
退
任
い
た
し
ま
し

た
。
平
成
19
年
５
月
よ
り
第
20
代
目

の
五
霞
町
長
に
就
任
し
、
今
日
ま
で

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
公
私
と
も
に

格
別
の
ご
支
援
、
ご
厚
情
を
賜
り
、

無
事
に
職
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
長
就
任
に
あ
た
っ
て
は
、「
人

の
和
」
を
大
切
に
し
、
本
町
の
良
さ

で
あ
る
人
と
の
「
絆
」
を
ま
ち
づ
く

り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
「
み
ん

な
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
五
霞

町
」
の
実
現
に
向
け
全
力
で
町
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
就
任
直
後
の
最
重
要
課
題

は
、
財
政
の
健
全
化
で
し
た
。
公
平

な
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
な
が

ら
、
一
方
で
高
金
利
の
地
方
債
を
低

利
率
で
借
り
換
え
し
借
入
残
高
を
減

少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
給
料

カ
ッ
ト
、
各
団
体
補
助
金
の
カ
ッ

ト
等
、
み
な
で
痛
み
を
分
か
ち
合
っ

て
、
2
年
間
で
危
機
的
状
況
を
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開
発
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
21
年
に
当
時

の
本
県
選
出
で
あ
る
郡
司
彰
農
水
省

副
大
臣
に
ご
指
導
頂
き
、
準
工
業
用

地
と
し
て
当
初
の
構
想
か
ら
20
年
余

り
の
年
月
を
経
て
、
国
の
許
可
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
町

の
さ
ら
な
る
地
域
の
振
興
・
発
展
の

拠
点
と
し
て
、
五
霞
イ
ン
タ
ー
周
辺

開
発
が
着
工
さ
れ
、
圏
央
道
五
霞
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
た
事
に

よ
っ
て
産
業
立
地
の
優
位
性
も
飛
躍

的
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
も
苦
慮
し
た
こ
と
は

「
東
日
本
大
震
災
」
で
す
。
本
町
に

お
い
て
も
、
か
つ
て
な
い
震
度
5
強

を
記
録
し
、
屋
根
瓦
の
損
壊
等
の
物

的
被
害
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
震
災
に
よ
り
人
間
の

知
識
や
進
歩
の
儚は

か
な

さ
と
、
底
知
れ
ぬ

自
然
の
脅
威
を
改
め
て
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
の

台
風
19
号
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
本
町
で
初
め
て
全
住
民
へ
避
難

勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。
町
長
と
し

て
の
責
務
を
果
た
す
使
命
感
と
自

ら
の
判
断
の
重
要
性
を
痛
感
し
ま
し

た
。
こ
の
災
害
対
応
で
大
き
な
教
訓

を
得
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

　
退
任
を
迎
え
る
今
、
町
長
と
し
て

や
り
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
事
業
も
あ

り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
は
ゴ
ー
ル

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
後
を
継
ぐ

人
が
立
派
に
完
成
し
て
く
れ
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の

み
な
さ
ま
に
は
一
層
の
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
「
ふ
る
さ
と
五
霞
」
で
本
当

に
多
く
の
人
と
語
ら
い
、
県
内
及
び

近
隣
の
自
治
体
首
長
、
ま
た
、
県
町

村
会
長
と
し
て
全
国
各
県
の
町
村
会

長
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
が
、
私
の
大
き
な
宝
と
な

り
ま
し
た
。
16
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
、
町
政
の
舵
取
り
役
と
い
う
重
責

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
誇
り
に
思
い
、
町
民
の
ご
厚
情

に
改
め
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、

退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

【
写
真
で
振
り
返
る
16
年
】

①
上
空
か
ら
望
む
五
霞
Ｉ
Ｃ
周
辺
　

②
県
や
関
東
の
町
村
会
長
と
し
て
多

く
の
要
望
活
動
を
実
施
　
③
子
ど
も

た
ち
を
見
守
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の

み
な
さ
ん
　
④
欠
か
せ
な
い
交
通
手

段
と
な
っ
た
「
ご
か
り
ん
号
」 

⑤

災
害
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
や
研
修

を
実
施
　
⑥
台
風
19
号
に
よ
る
集
中

豪
雨
で
増
水
し
た
江
戸
川
　
⑦
若
者

が
多
く
集
ま
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
た

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ 

ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ 

ｐ

ａ
ｒ
ｋ 

Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ａ
　
⑧
国
体
の
炬

火
リ
レ
ー
に
年
男
と
し
て
自
ら
も
参

加
　
⑨
圏
央
道
開
通
イ
ベ
ン
ト
に
か

け
つ
け
た
「
ご
か
り
ん
」
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前五霞町長　染谷　森雄●●

16年間を振り返って
　　退任のごあいさつ

①①



染
谷
町
政
16
年
間
の

　
　
主
な
出
来
事
や
取
り
組
み

平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）

○
第
20
代
五
霞
町
長
に
就
任
。
染
谷
町
政
ス

タ
ー
ト

○
地
域
防
災
計
画
・
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・

職
員
初
動
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

○
第
３
子
以
降
へ
就
学
祝
金
交
付

平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）

○
山
王
地
区
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
工
事
完
了

○
学
童
保
育
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
充

平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）

○
妊
婦
健
診
の
無
料
受
診
回
数
を
拡
充

○
第
２
期
五
霞
町
障
害
福
祉
計
画
策
定

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）

○
第
５
次
五
霞
町
総
合
計
画
策
定

○
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
開
設

平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）

○
東
日
本
大
震
災
発
生
。
五
霞
町
で
は
震
度
５

強
を
観
測

○
子
育
て
応
援
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
配
布

○
五
霞
み
ず
べ
公
園
開
園

平
成
24
年
（
２
０
１
2
年
）

○
五
霞
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
ご
か
り

ん
』
誕
生

○
指
定
避
難
所
で
あ
る
公
共
施
設
へ
太
陽
光
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
設
置

○
災
害
時
応
援
協
定
締
結
（
境
町
・
野
田
市
・

九
十
九
里
町
）

○
五
霞
町
史
刊
行

平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）

○
五
霞
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
実
証
運
行
開
始

○
県
内
初
の
共
同
運
営
に
よ
る
基
幹
業
務
シ
ス

テ
ム
構
築

○
道
の
駅
ご
か
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）

○
東
・
西
小
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
・
電
子

黒
板
・
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
置

○
全
国
初
の
民
間
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
設
置
型
受

託
庁
方
式
の
戸
籍
シ
ス
テ
ム
運
用
（
県
内
５

市
町
で
協
定
書
締
結
）

平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）

○
圏
央
道
五
霞
Ｉ
Ｃ
開
通

○
中
央
公
民
館
耐
震
化
工
事
・
講
堂
天
井
改
修

工
事
実
施

○
五
霞
町
結
婚
支
援
員
連
絡
会
を
設
置

平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）

○
住
民
票
の
写
し
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

開
始

○
五
霞
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
『
ご
か
り
ん

号
』
本
格
運
行

○
消
防
団
へ
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
等
を
整
備

平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）

○
茨
城
県
町
村
会
会
長
に
就
任
（
在
任
５
年
６

か
月
）。
国
・
県
等
に
対
す
る
各
種
要
望
活

動
を
実
施

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
広
報
大
賞
総
務
大
臣

表
彰
を
受
賞

○
「
情
報
・
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ご
か
」
完
成

○
小
中
学
校
の
全
教
室
へ
エ
ア
コ
ン
整
備

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）

○
子
ど
も
見
守
り
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
開
始

○
町
内
全
域
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

○
「
ご
か
っ
子
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
出
産
祝

い
金
・
小
学
校
等
入
学
祝
金
支
給

○
埼
玉
県
の
３
市
２
町
と
結
婚
支
援
広
域
連
携

協
定
を
締
結

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）

○
五
霞
誕
生
１
３
０
周
年
記
念
式
典
開
催

○
『
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
』
炬
火
リ

レ
ー
・
五
霞
町
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
開
催

○
台
風
19
号
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
初
の
避
難
勧

告
発
令

○
高
齢
者
社
会
参
加
促
進
「
い
き
い
き
活
動
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
を
実
施

○
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）

○
第
６
次
五
霞
町
総
合
計
画
策
定

○
役
場
庁
舎
等
の
複
合
化
基
本
構
想
を
策
定

○
五
霞
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

完
了

○
小
学
校
統
合
お
よ
び
小
中
一
貫
教
育
基
本
方

針
を
策
定

○
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
八
っ

こ
」
設
置

○
水
害
時
一
時
避
難
所
（
山
王
）
を
整
備

○
Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ 

ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ 

ｐ
ａ
ｒ
ｋ

Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ａ
完
成

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

○
関
東
町
村
会
会
長
に
就
任
（
在
任
１
年
）

○
全
国
町
村
会
財
政
委
員
会
副
委
員
長
に
就
任

（
在
任
１
年
10
か
月
）

○
ご
か
み
ら
い
地
区
開
発
事
業
で
約
２
億
円
の

税
収
確
保
と
１
，
０
０
０
人
規
模
の
雇
用
を

創
出

○
統
合
後
の
小
学
校
名
を
「
五
霞
小
学
校
」
に

決
定

○
風
水
害
想
定
の
自
家
用
車
に
よ
る
避
難
訓
練

を
実
施

○
ご
か
り
ん
ク
ラ
ブ
ア
プ
リ
運
用
開
始

○
幸
手
境
線
バ
イ
パ
ス
（
令
和
橋
）
開
通

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
を
実
施

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
て
住
民
生
活
・
地
域
経
済

を
支
援

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

○
町
道
５
号
線
（
幸
主
地
内
）
開
通

○
移
動
ス
ー
パ
ー
が
ス
タ
ー
ト

○
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
が
文
科
大
臣
表
彰

○
３
年
ぶ
り
に
ふ
れ
あ
い
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）

○
区
域
指
定
制
度
導
入

○
ラ
ジ
コ
ン
パ
ー
ク
G
o
k
a 

完
成
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　マスク着用は個人の判断が基本
となりました。
　ただし、以下のような場合には
マスクを着用しましょう。

医療機関を受診するとき

混雑した電車やバスに乗るとき

高齢者施設などを訪問するとき

5月8日から新型コロナウイルス感染症の位置付けが
「２類相当」から「５類」へ変わります
５月８日から、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが現在の「２類相当」から「５類」に移行さ
れます。移行に伴い、これまで公費負担により無償であった検査費や医療費が自己負担になるなど、新型コロ
ナウイルス感染症への対応が変わります。

◯お問い合わせ
　健康福祉課　健康支援室
　☎（84）0006（直通）

５類移行による主な変更点
 検査費

　検査キットの普及や他疾患との公平性を踏まえ、
自己負担となります。

 外来医療費
　新型コロナウイルス感染症治療薬の費用は、急
激な負担増を避けるため、公費支援（自己負担無
し）が９月末まで継続されます。 
　新型コロナウイルス感染症治療薬以外の外来医
療費については、自己負担となります。

５類移行後の感染対策『５つの基本』
　自らを感染症から防ぎ、身近な人を守るため、一人一人が基本的な対策を身
につけましょう。

１．自宅療養・医療機関受診
　　発熱・下痢・嘔吐・発疹などの症状が出てきた場合には、無理せず自宅で
療養、あるいは医療機関を受診してください。高齢者や重症化リスクの高い
人と会う際には、体調管理を厳重にしましょう。

２．場面に応じたマスクの着用、咳エチケットの実施
　　外出時はマスクを携帯し、必要に応じていつでもマスクの着用ができるよ
うにしましょう。マスク着用を呼びかけられている場面では、できるだけ着
用に応じてください。

３．換気、密集・密接・密閉（三密）の回避
　　不特定多数の人がいるところでは、換気をしましょう。換気や三密を回避
することで呼吸器感染症の感染リスクを下げられます。

４．手洗い習慣
　　食事前、トイレの後、家に帰った際などには、20～30秒程度かけて流水と
石鹸で丁寧に手を洗ってください。適切な手指消毒薬の使用も可能です。

５．適度な運動や食事
　　一人一人の健康状態に応じた運動や食事、禁煙等、適切な生活習慣を理解
し、実行することが大切です。特に基礎疾患のある方は、体調管理に気をつ
けましょう。

　新型コロナウイルス感染症治療薬の公費支援や入院医療費の自己負担額の軽減については、９月末までの予定
です。それ以降については、感染状況などを踏まえて判断されます。

 入院医療費
　公的医療保険適用後の自己負担分が求められ
ますが、高額になる場合は、急激な負担増を避け
るため、９月末まで最大２万円が減額されます。

　

 行動制限
　陽性と診断された方への外出自粛要請はなくなり
ます。自宅などで安静に療養してください。通院や
食料品の買い物などやむを得ず外出するときは、人
混みを避けマスクを着用しましょう。
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接種の予約が必要です。
○予約受付開始：５月８日㈪
　　　　　　　　午前９時～
○予約方法：インターネット予約のみ

令和５年度もすべての方が自己負担無しで
新型コロナワクチンを接種できます

予防接種法の関係省令が改正され、特例臨時接種期間が令和６年３月末まで延長となりました。
５月～８月に接種対象を重症化リスクが高い方に限定した「令和５年春開始接種」を実施します。

○接種日程
接種日 時　間 会　場

５月14日㈰

午前８時45分　
～午後４時40分

中央公民館
講堂

５月21日㈰
５月28日㈰
６月11日㈰
６月18日㈰

午前８時45分　
～午前11時40分６月25日㈰

７月 ２日㈰
※接種日時について、状況により変更や中止となる場合が
あります。ご了承ください。

◯お問い合わせ
　新型コロナワクチン対策室（健康福祉課内）
　☎（84）0006（直通）

接種券の発行申請が
必要です。

【申請方法】　　
1.電子申請（インターネット）
2.役場健康福祉課⑤番窓口で
の申請

お手元の接種券で接種ができ
ます。
※新たに接種券は送付しませ
ん。紛失等の場合は、再発
行の申請が必要です。

接種日を記載した予約確認票
を同封し、接種券を5月上旬
までに順次送付します。
※接種を希望しない場合や、変
更を希望する場合はお問い
合わせください。

オミクロン株対
応２価ワクチン
を接種した

新型コロナワクチン対策室へご連絡ください
いいえ

はい

未使用の接種
券を持ってい
る

未使用の接種
券を持ってい
ない

秋に接種可能
となります

（９月以降予定）

生後６か月に到達するお子さ
んに接種券一体型予診票を
送付しています。接種は指定
医療機関で実施しています。

□基礎疾患がある方
□重症化リスクが高い
と医師が認める方

□医療機関や高齢者施
設・障害者施設等の
従事者

引き続きオミクロン株対応２価ワ
クチンの接種が可能です。対象
（前回接種から３か月以上経過）
のお子さんには接種券一体型予
診票を送付しました。
接種日程等は現在、調整中です。
詳細が決まり次第、町公式ホーム
ページ等でお知らせします。

左記以外
の方

スタート
初回接種（１・２回目）

が完了している

65歳以上 ５歳～11歳 ６か月～４歳12歳～64歳



※区域図の詳細は、町公式ホームページまたは都市建設課窓口でご確認いただけます。

◯お問い合わせ　都市建設課　市街地整備推進室　☎（84）3347（直通）
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区域指定制度区域指定制度がが導入導入されましたされました
　区域指定制度は、都市計画法第34条第11号及び第12号に基づき茨城県の条例で定められた市街化調整区域における開
発許可基準の一つで、申請者の出身要件を問わずに住宅等の一定の用途の建築物の建築が可能となる制度です。
　町では、既存集落の維持・保全を目的として、令和2年度から区域の検討を進め、令和５年３月30日に区域が指定され
ました。これにより、指定区域内であれば住宅等の建築が可能となるほか、農地を宅地として活用することができたり、
空き家を改築することもできるため、定住人口減少の抑制や空き家対策が図られます。

１　指定区域内に建築できる建築物の用途
　　・住宅（兼用住宅含む）
　　・共同住宅、寄宿舎
　　・店舗・飲食店（供する床面積が150㎡以内）
　　・事務所・作業所（延べ面積200㎡以下）　※11-2、11-3、11-7、12-1集落のみ

２　主な要件

建ぺい率 60％以下 容 積 率 200％以下

高　　さ 原則10m以下 敷地面積 原則300㎡以上

３　指定された区域（緑色・オレンジ色部分）

凡例
　　　市街化区域より１㎞圏

指定対象集落
　　　11号区域
　　　12号区域
　　　市街化区域
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１　募集内容
応募資格：選挙権を有する方
仕事内容：①投票所の開閉の立会い

②最初に投票する際に、投票箱が空になっているか確認の立会い
③投票者が投票用紙を投票箱に入れ、退場するまでの立会い
④投票箱の閉鎖の立会い
※選挙制度に関する専門的知識は必要ありません。

立会期間：選挙期日の公示日の翌日から投票日の前日までの期日前投票期間
立会時間：午前８時30分～午後８時
立会場所：五霞町役場
報 酬：日額9,600円

①募集期限 
５月31日㈬まで　※ただし、閉庁日を除きます。

②応募方法
五霞町期日前投票所投票立会人応募申請書を郵送または持参の方法により応
募してください。なお、応募申請書は、五霞町選挙管理委員会（役場総務課
内窓口）または町公式ホームページから取得してください。

３　応募結果等

《応募・お問い合わせ先》

 

 20名
募集期日前投票所投票立会人

五霞町選挙管理委員会

２　募集期限及び方法

　応募された方を応募者名簿に令和８年４月30日まで登録します。応募者名
簿に登録された場合は登録通知を、登録されない場合は非登録通知により通知
します。登録された期間に行う選挙に従事していただきます。

五霞町選挙管理委員会（役場総務課内）
五霞町大字小福田1162番地１

　　　　　☎（84）1111（内線213）　 FAX（84）１４７８

次のとおり五霞町期日前投票所投票立会人を募集します。



令
和
４
年
度

   
財
政
状
況
の
公
表
（
３
月
末
現
在
）

35億7,624万円

30億3,513万円

19億8,044万円

85億9,181万円

40億8,028万円
は支出額

繰 入 金

国庫支出金

繰 越 金

県 支 出 金

総 務 費

そ の 他

歳　　出

農林水産業費

公 債 費

民 生 費

土 木 費

教 育 費

衛 生 費

は収入額

は予算額

は予算額歳　　入

町 税

地方交付税

企　業　会　計

合　　計

特　別　会　計

一　般　会　計

町債の状況

一　　般　　会　　計

（98.7％）

（55.3％）

（28.0％）

（49.1％）

（100.0%）

（0.0％）町 債

そ の 他

（103.7％）23億　648万円
22億2,478万円

5億9,723万円
7億4,621万円
7億5,983万円
11億4,993万円

3億　662万円
3億2,442万円

4億1,258万円
4億1,278万円

6億　264万円
6億9,388万円

4億2,810万円
5億5,930万円
6億7,956万円
9億1,169万円

2億9,371万円
4億7,308万円

収入額
予算額

執行率（84.5％）
52億7,129万円

支出額
予算額

執行率（77.4%）
52億7,129万円     

（80％）

（66.1％）

（76.5％）

（100％）

（86.9％）

（94.5％）

（74.5％）

（62.1％）

4億6,117万円

2億7,886万円

92.8%

56.1%

2億9,324万円

4億5,342万円

1億8,410万円

3億4,626万円

62.8%

76.4%  
  
  

執行額
収益事業 資本事業

予算額区分

歳入

歳出

会 計

水 道
事 業

予算額 執行率 執行率執行額

企　業　会　計

44億5,412万円     

4億9,719万円

4億9,719万円

5億5,718万円
5億9,784万円

0万円
2億7,904万円

7,216万円
2億5,812万円
6,547万円

1億3,344万円
4億4,708万円
4億4,708万円

（93.2％）

6億1,279万円
6億2,091万円
3億9,296万円
7億1,008万円

執行額予算額 区分会　　計

国民健康保険

公共下水道事業

介護保険事業

執行率

農業集落排水事業

後期高齢者医療

特 別 会 計

歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出

9億   537万円
8億8,184万円
1億1,741万円
2億1,131万円
6億8,720万円
6億4,670万円
6億　950万円
5億7,015万円
2億　280万円
1億8,315万円

83.0%
80.9%
50.6%
91.1%
89.6%
84.3%
93.2%
87.2%
99.8%
90.2%

10億9,036万円

2億3,190万円

7億6,683万円

6億5,376万円

2億   317万円47台（特殊車両、バス等含）車両

406,246.69㎡ 39,469.17㎡

27億5,440万円

土地 建物

基金

町有財産の状況

※土地建物については、現在集計中であり、概算値になります。

（３月末現在） （３月末現在）

※決算整理前の予算執行状況の公表となります。

　
町
で
は
、
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
い
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
、
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に

運
営
さ
れ
て
い
る
か
、
地
方
自
治
法

に
基
づ
き
年
2
回
財
政
状
況
を
公
表

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
令
和
5
年
3
月
末
現
在

の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
令
和
4
年
度
会
計
は
、
5
月
末

ま
で
（
出
納
整
理
期
間
）
に
整
理
し

最
終
の
決
算
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計

　
令
和
4
年
度
一
般
会
計
の
予
算
額

は
、
当
初
43
億
円
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
補
正
額
８
億
８
，

５
１
３
万
円
を
増
額
し
、
令
和
3
年

度
か
ら
の
繰
越
額
８
，
６
１
６
万
円

を
追
加
し
、
52
億
７
，
１
２
９
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
予
算
額
に
対
し
て
、
歳
入
で

は
44
億
５
，
４
１
２
万
円
（
予
算
額

の
84
・
５
％
）
が
収
入
済
で
、
歳
出

で
は
40
億
８
，
０
２
８
万
円
（
同

77
・
４
％
）
が
支
出
済
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
特
別
（
企
業
）
会
計
に
つ
い
て
は
、

下
段
表
の
と
お
り
で
す
。

◯お問い合わせ　総務課　財務Ｇ
　　　　　　　　☎（84）1111（内線214）
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教
育
委
員
に
石い

し

垣が
き

洋ひ
ろ

子こ

さ
ん

が
再
任
さ
れ
ま
し
た

　
４
月
１
日
付
け
で
石
垣
洋
子
さ
ん
が

教
育
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。行

政
相
談
委
員
に
岡お

か

野の

吉よ
し

雄お

さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

　
４
月
１
日
付
で
岡
野
𠮷
雄
さ
ん
が

行
政
相
談
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
て

い
る
こ
と
や
望
ん
で
い
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
行
政
相
談
委
員

　
岡
野
　
𠮷
雄
　
☎

（84）
２
８
１
４

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た

役
場
職
員

　
令
和
５
年
度
、
役
場
職
員
の
体
制

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
Ｇ
Ｌ
（
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
以
上
）（

敬
称
略
）

 

○
総
務
課

　
課
長
　
鳩
貝
浩
之

　
Ｇ
Ｌ
　
駒
　
一
弘
　
鈴
木
里
史

　
　
　
　
五
十
嵐
俊
夫

○
ま
ち
づ
く
り
戦
略
課

　
課
長
　
古
郡
健
司

　
Ｇ
Ｌ
　
斉
木
哲
也
　
矢
島
征
幸

○
町
民
税
務
課

　
課
長
　
山
下
仁
司

 

（
会
計
管
理
者
兼
務
）

　
Ｇ
Ｌ
　
金
子
弘
光
　
笈
沼
里
美

　
　
　
　
櫻
井
　
晶

○
健
康
福
祉
課

　
課
長
　
荒
井
富
美
子

　
Ｇ
Ｌ
　
田
口
美
恵
子
　
吉
岡
雅
子

　
　
　
　
山
田
　
浩

○
生
活
安
全
課

　
課
長
　
曽
根
正
明

　
Ｇ
Ｌ
　
香
取
憲
治
　
大
関
智
己

○
産
業
課

　
課
長
　
笈
沼
光
行

 

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
兼
務
）

　
Ｇ
Ｌ
　
鶴
見
秀
子
　
松
本
正
行

○
都
市
建
設
課

　
課
長
　
大
橋
　
勝

　
Ｇ
Ｌ
　
堀
山
康
行
　
松
本
泰
孝

　
　
　
　
菊
地
　
薫
　
大
島
弘
之

○
上
下
水
道
課

　
課
長
　
園
田
和
則

　
Ｇ
Ｌ
　
大
澤
則
之
　
鈴
木
智
聡

○
議
会
事
務
局

　
局
長
　
松
村
聖
市

○
教
育
委
員
会

　
次
長
　
猪
瀬
英
子

　
Ｇ
Ｌ
　
篠
﨑
雅
美
　
篠
﨑
憲
一

　
　
　
　
後
藤
慶
太

令
和
５
年
度
行
政
区
長
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
各
行
政
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
方
々

を
、
令
和
５
年
度
行
政
区
長
と
し
て

町
が
委
嘱
し
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま

す
。
行
政
区
長
は
、
行
政
と
の
パ
イ
プ

役
、
そ
し
て
行
政
区
の
ま
と
め
役
と
し

て
地
域
活
動
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
広

報
紙
の
配
布
、
各
種
調
査
の
取
り
ま

と
め
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
秘
書
Ｇ

　
☎

（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

元
栗
橋

島し
ま

村む
ら

　
孝た

か

夫お

元
栗
橋
１
１
７
７

川
　
妻

内う
ち

田だ

　
忠た

だ

男お

川
妻
８
１
３

小
手
指

篠し
の

﨑ざ
き

　
俊し

ゅ
ん

一い
ち

小
手
指
５
５
２
‐
２

堀
之
内

松ま
つ

本も
と

　
章あ

き

彦ひ
こ

元
栗
橋
８
７
９

新
幸
谷

知ち

久く

　
利と

し

一か
ず

新
幸
谷
２
４
８
‐
１

小
福
田

岡お
か

野の

　
𠮷よ

し

雄お

小
福
田
８
３
８
‐
２

大
福
田

青あ
お

木き

　
美み

佐さ

夫お

大
福
田
４
２
７

山
王
山

簗や
な

田だ

　
敏と

し

雄お

山
王
山
４
１
７

山
　
王

鳩は
と

貝が
い

　
一か

づ

夫お

山
王
３
９
９
‐
３

江
　
川

杉す
ぎ

野の

　
正ま

さ

行ゆ
き

江
川
１
４
３
５

幸
　
主

栃と
ち

木ぎ

　
富と

み

作さ
く

幸
主
１
７
１

冬
　
木

松ま
つ

本も
と

　
洋よ

う

一い
ち

冬
木
１
５
１
‐
１

両
新
田

関せ
き

口ぐ
ち

　
行ゆ

き

雄お

釈
迦
２
４
５
１

土
与
部

佐さ

山や
ま

　
稔み

の
る

元
栗
橋
３
４
２
１
‐
２

原
宿
台

高た
か

橋は
し

　
宏ひ

ろ

光み
つ

原
宿
台
２
‐
21
‐
４

（
敬
称
略
）



蓄
電
池
の
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
町
で
は
、
住
宅
等
に
お
け
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
を
図

る
た
め
、
蓄
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し

た
方
へ
、
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

○
対
象
者
の
要
件

⑴
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
個
人
と
し
、
居
住
す
る
住
宅
に

は
、
店
舗
・
事
務
所
等
と
の
併
用

住
宅
を
含
む
。

ア
自
ら
所
有
し
、
か
つ
、
居
住
す
る

住
宅
に
設
置
す
る
者

イ
自
ら
の
居
住
の
用
に
供
す
る
た
め

の
住
宅
の
新
築
に
合
わ
せ
て
設
置

す
る
者

ウ
住
宅
を
販
売
す
る
事
業
者
等
に
よ

り
未
使
用
の
設
備
が
予
め
設
置
さ

れ
た
住
宅
を
自
ら
の
居
住
の
用
に

供
す
る
た
め
に
取
得
す
る
者

エ
第
三
者
が
所
有
す
る
住
宅
に
居
住

す
る
者
で
、
所
有
者
の
承
諾
を
受

け
て
当
該
住
宅
へ
設
置
す
る
者

⑵
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

を
設
置
す
る
住
宅
に
お
い
て
、
設

置
す
る
設
備
と
同
種
の
設
備
等
に

対
し
、
自
ら
ま
た
は
自
ら
と
同
一

の
世
帯
を
構
成
す
る
者
が
、
茨
城

県
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
導
入
促
進
事
業
に
基
づ
く
補
助

を
受
け
て
い
な
い
者
。

⑶
設
置
者
自
ら
ま
た
は
、
自
ら
と
同

一
住
所
地
に
お
い
て
居
住
す
る
者

が
、
県
が
実
施
し
て
い
る
「
い
ば

ら
き
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
登
録

し
、
家
庭
で
の
省
エ
ネ
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
者
。

○
設
備
の
要
件

⑴
電
力
を
繰
り
返
し
蓄
え
、
停
電
時

や
電
力
需
要
ピ
ー
ク
時
な
ど
必
要

に
応
じ
て
電
気
を
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑵
住
宅
等
に
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
発

電
設
備
（
発
電
出
力
10 

kW
未
満
の

も
の
に
限
る
。
）
と
接
続
さ
れ
、

太
陽
光
発
電
設
備
に
よ
り
発
電
さ

れ
る
電
力
を
充
放
電
で
き
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

⑶
蓄
電
池
部
か
ら
供
給
さ
れ
る
電
力

が
、
当
該
住
宅
等
に
て
使
用
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

○
補
助
額

　
１
施
設
あ
た
り
５
万
円
（
補
助
額

が
予
算
の
上
限
に
達
し
た
時
点
で

終
了
に
な
り
ま
す
）

※
国
の
補
助
金
と
の
併
用
可

○
受
付
開
始
日
　
６
月
１
日
㈭
か
ら

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

ＳＴＯＰ！ＳＴＯＰ！
地球温暖化地球温暖化

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
用
の
苗
を
無
料
配
布
し
ま
す

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
苗
（
リ
ュ

ウ
キ
ュ
ウ
ア
サ
ガ
オ
）
の
無
料
配
布

を
行
い
ま
す
。

○
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
？

　
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
、
窓
全

体
に
張
り
巡
ら
せ
た
ネ
ッ
ト
等
に

植
物
の
ツ
ル
を
絡
ま
せ
て
窓
を
覆

う
も
の
で
す
。
窓
か
ら
の
日
差
し
を

遮
り
、
室
内
温
度
の
上
昇
を
抑
制
す

る
と
と
も
に
、
植
物
の
蒸
散
作
用
に

よ
っ
て
周
囲
を
冷
や
す
こ
と
が
期
待

で
き
る
と
い
っ
た
省
エ
ネ
に
有
効
な

方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

○
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
？

　
葉
っ
ぱ
が
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
日

射
を
遮
り
、
室
温
の
上
昇
を
抑
え
て

く
れ
ま
す
。
室
内
の
温
度
が
下
が

る
と
エ
ア
コ
ン
の
使
用
も
控
え
る
よ

う
に
な
り
、
省
エ
ネ
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
植
物
が
育
っ
て
い
く

過
程
を
観
察
で
き
、
ゴ
ー
ヤ
、
き
ゅ

う
り
等
の
収
穫
も
楽
し
め
る
の
で
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
エ
コ
と
理

科
、
両
方
の
勉
強
が
で
き
ま
す
。

○
苗
の
配
布
に
つ
い
て

・
5
月
10
日
㈬
よ
り
、
五
霞
町
内
で

設
置
で
き
る
方
及
び
事
務
所
を
対

象
と
し
、
一
人
３
株
を
上
限
に
先

着
順
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
生
活

安
全
課
窓
口
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

・
約
70
株
の
苗
（
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ

ア
サ
ガ
オ
）
を
準
備
し
ま
す
。
な

く
な
り
次
第
配
布
終
了
に
な
り
ま

す
。

・
希
望
者
は
、
申
請
書
に
住
所
、
氏

名
、
連
絡
先
、
設
置
予
定
箇
所
等

を
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
、
苗
を
入

れ
る
た
め
の
マ
イ
バ
ッ
グ
等
の
持

参
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

役場に設置したグリーンカーテン役場に設置したグリーンカーテン

ＳＴＯＰ！ＳＴＯＰ！
地球温暖化地球温暖化
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ら
き
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
登
録

し
、
家
庭
で
の
省
エ
ネ
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
者
。

○
設
備
の
要
件

⑴
電
力
を
繰
り
返
し
蓄
え
、
停
電
時

や
電
力
需
要
ピ
ー
ク
時
な
ど
必
要

に
応
じ
て
電
気
を
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑵
住
宅
等
に
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
発

電
設
備
（
発
電
出
力
10 

kW
未
満
の

も
の
に
限
る
。
）
と
接
続
さ
れ
、

太
陽
光
発
電
設
備
に
よ
り
発
電
さ

れ
る
電
力
を
充
放
電
で
き
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

⑶
蓄
電
池
部
か
ら
供
給
さ
れ
る
電
力

が
、
当
該
住
宅
等
に
て
使
用
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

○
補
助
額

　
１
施
設
あ
た
り
５
万
円
（
補
助
額

が
予
算
の
上
限
に
達
し
た
時
点
で

終
了
に
な
り
ま
す
）

※
国
の
補
助
金
と
の
併
用
可

○
受
付
開
始
日
　
６
月
１
日
㈭
か
ら

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

○
苗
の
配
布
に
つ
い
て

・
5
月
10
日
㈬
よ
り
、
五
霞
町
内
で

設
置
で
き
る
方
及
び
事
務
所
を
対

象
と
し
、
一
人
３
株
を
上
限
に
先

着
順
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
生
活

安
全
課
窓
口
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

・
約
70
株
の
苗
（
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ

ア
サ
ガ
オ
）
を
準
備
し
ま
す
。
な

く
な
り
次
第
配
布
終
了
に
な
り
ま

す
。

・
希
望
者
は
、
申
請
書
に
住
所
、
氏

名
、
連
絡
先
、
設
置
予
定
箇
所
等

を
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
、
苗
を
入

れ
る
た
め
の
マ
イ
バ
ッ
グ
等
の
持

参
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

消
防
団
任
命
式

　
４
月
１
日
、
五
霞
町
消
防
団
員
の

任
命
書
及
び
辞
令
の
交
付
式
が
五
霞

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
新

た
に
８
名
の
団
員
が
入
団
し
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
礎
に
、
地

域
住
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
昼

夜
を
問
わ
ず
、
火
災
の
対
応
や
災
害

に
よ
る
出
動
に
当
た
っ
て
い
る
消
防

団
を
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

本
部
役
員
、
分
団
役
員
、
新
入
団
員

を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）

○
本
部
役
員

　
団
　
　
長 

松
本
　
明
夫

　
分  

団  

長 

内
田
　
一
利

　
　  

〃
　 

栗
原
　
　
浩

　
指  

導  

員 

柴
田
　
　
浩

　
　  

〃
　 

栗
原
　
　
勉

○
分
団
役
員

・
第
１
分
団

　
分  

団  

長 

齊
木
　
知
輝

　
副
分
団
長 

内
田
　
達
也

　
部
　
　
長 

内
田
健
太
郎

　
　  

〃
　 

大
木
　
靖
也

　
班
　
　
長
　
藤
沼
　
勇
人

　
　
　
〃
　
　
髙
塚
　
祐
樹

　
　
　
〃
　
　
吉
田
　
政
史

　
　
　
〃
　
　
知
久
　
直
晃

・
第
２
分
団

　
分  

団  

長 

金
子
　
伸
輝

　
副
分
団
長
　
酒
匂
　
和
哉

　
部
　
　
長
　
鈴
木
　
達
也

　
　
　
〃
　
　
三
浦
　
拓
馬

　
班
　
　
長
　
今
出
川
信
幸

　
　
　
〃
　
　
岩
井
　
朋
章

　
　
　
〃
　
　
池
田
　
　
岳

　
　
　
〃
　
　
竹
内
　
真
人

・
第
３
分
団

　
分  

団  

長 

影
山
　
敬
紀

　
副
分
団
長 

下
田
　
裕
太

　
部
　
　
長 

増
山
　
雄
斗

　
　
　
〃
　 

尾
白
　
拓
也

　
班
　
　
長 

石
塚
　
拓
也

　
　
　
〃
　 

園
田
　
弘
嗣

　
　
　
〃
　 

栗
原
　
智
誉

　
　
　
〃
　 

篠
崎
　
隆
介

・
第
４
分
団

　
分  

団  

長 

飯
原
　
一
真

　
副
分
団
長 

山
下
賢
太
郎

　
部
　
　
長 

中
山
　
力
也

　
　
　
〃
　 

山
下
　
流
勢

　
班
　
　
長 

堀
越
　
悠
哉

　
　
　
〃
　 

小
澤
　
雄
太

　
　
　
〃
　 

中
島
　
智
士

　
　
　
〃
　 

鈴
木
　
啓
介

○
新
入
団
員

　
第
１
分
団 

中
島
　
祐
太

　
　
　
〃
　 

荒
川
　
拓
郎

　
　
　
〃
　 

高
塚
　
俊
介

　
第
２
分
団 

猪
山
　
裕
輝

　
　
　
〃
　 

江
森
　
達
也

　
　
　
〃
　 

鈴
木
　
知
良

　
第
３
分
団 

木
村
　
銀
次

　
第
４
分
団 

知
久
　
　
平

○
住
宅
火
災
の
状
況
（
以
下
消
防
庁
に

　
よ
る
令
和
３
年
中
の
デ
ー
タ
）

・
全
て
の
火
災
件
数
の
う
ち
、
住
宅
火

災
の
件
数
は
約
３
割

・
全
て
の
火
災
に
よ
る
死
者
の
う
ち
、

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
約
８
割

・
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
７
割
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者

○
住
宅
火
災
の
出
火
原
因

・
出
火
件
数
の
最
多
は
、
コ
ン
ロ
が
起

因
す
る
火
災

・
死
者
数
が
多
い
火
災
原
因
順

　
た
ば
こ
、
ス
ト
ー
ブ
、
電
気
器
具

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
必
要
性

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
多
く
は
、

就
寝
時
間
帯
に
お
け
る
火
災
か
ら
の
逃

げ
遅
れ
で
す
。
死
亡
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
住
宅
の
適
切
な
箇
所
（
寝
室
、
寝

室
に
通
じ
る
階
段
等
）
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
全
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
効
果

  

（
消
防
庁
統
計
デ
ー
タ
か
ら
）

・
死
者
数
及
び
焼
損
面
積
　
半
減

・
損
害
額
　
約
４
割
減

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
交
換
の
勧
め

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な
る

と
電
池
や
電
子
機
器
の
劣
化
が
生
じ
ま

す
。
設
置
か
ら
10
年
を
目
安
に
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

○お問い合わせ○お問い合わせ　生活安全課　防災Ｇ　☎（84）3618（直通）　生活安全課　防災Ｇ　☎（84）3618（直通）

住宅用火災警報器を住宅用火災警報器を
設置しましょう設置しましょう
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中
なか

山
やま

雅
まさ

子
こ

さん猿
さる

橋
はし

延
のぶ

保
やす

さん　  篠
しの

﨑
ざき

悦
えつ

子
こ

さん　  松
まつ

本
もと

眞
ま

生
ぶ

子
こ

さん

ご存じですか？ 地域の身近な相談相手ご存じですか？ 地域の身近な相談相手
「民生委員児童委員」「民生委員児童委員」

～ 5月12日は「民生委員児童委員の日」～ 5月12日は「民生委員児童委員の日」※※です ～です ～
 「民生委員」は、民生委員法に基づいて厚生労働大臣から委嘱され、生活や福祉に関する相談・援助活動を行って
います。全ての民生委員は児童福祉法によって「児童委員」も兼ねており、子育ての相談や支援も行っています。ま
た、児童に関することを専門的に担当する「主任児童委員」がいます。地域住民のみなさんと同じ立場で相談にの
り、福祉や子育て支援サービス等の関係機関へつなぐ役割を果たします。
　民生委員児童委員には守秘義務があり、相談内容の秘密は守られます。

◯お問い合わせ
　健康福祉課　社会福祉G　☎（84）0006（直通）

※大正６年５月12日に岡山県済世顧問制度（地域の生活困窮の相
談にのる制度）設置規定が公布されたことに由来し、昭和52年
に全国民生委員児童委員協議会が定めました。

永年勤続退任民生委員児童委員表彰・厚生労働大臣特別表彰を受賞

　全国民生委員児童委員連合会から、永年にわたり民生委員児童委員の活動推進に尽力された功績を称え、昨年11月を以
て退任された篠﨑悦子さん、松本眞生子さん、中山雅子さん、猿橋延保さんが表彰されました。
　また、中山雅子さんは18年の在職期間を称え、厚生労働大臣特別表彰を受賞しました。

　五霞町民生委員児童委員協議会では定例会にて福祉や子育てに関する研修を行い、担当地区ではひとり暮らしの高齢者
等の見守りを行っています。
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五
霞
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催

　

サ
プ
ラ
イ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

　
３
月
８
日
、
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト

の
中
森
あ
き
な
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
学
校
３
年
間
を
過
ご
し
た
３

年
生
や
在
校
生
に
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
た
く
ま
し
く
、
楽
し
く
生
き
て
欲

し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
松
本

峰
之
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
発
案
を
し
、
本

部
役
員
・
教
職
員
協
力
の
も
と
実
現

し
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
安
室
奈
美
恵
さ

ん
の
楽
曲
を
中
心
に
、
本
物
さ
な
が

ら
の
圧
巻
の
歌
声
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
生
徒
と
職
員
は
楽
し
く
幸
せ

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

　
日
常
の
買
い
物
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
・
見
守
り
な
ど
を
目
的

に
官
民
連
携
で
ス
タ
ー
ト
し
た
移
動

ス
ー
パ
ー
で
す
が
、
令
和
４
年
４
月

の
運
行
開
始
か
ら
１
年
を
迎
え
、
よ

り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
こ
の
度
運
行
ル
ー
ト

お
よ
び
販
売
場
所
を
変
更
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
移
動
ス
ー
パ
ー
の
販
売
商
品
は
、

お
肉
や
お
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
を
は

じ
め
、
惣
菜
な
ど
約
６
５
０
品
目
あ

り
ま
す
。
１
箇
所
の
販
売
時
間
は
15

分
か
ら
20
分
程
度
で
す
が
、
地
域
の

集
会
所
な
ど
町
内
48
箇
所
を
巡
り
ま

す
。
買
い
物
袋
を
持
参
の
上
、
ぜ
ひ

買
い
物
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

広
報
ご
か
５
月
号
と
一
緒
に
配
布
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
こ
ち
ら
か

ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

【生徒の感想】
・人生初のコンサートすごく楽しかったです。
・感動する歌を歌ってくれて素敵な時間を過ごせ
ました。

・「魔法」の力で楽しくなりました。
・僕たちのことを応援してくださりありがとうご
ざいます。

移動スーパーの移動スーパーの
運行スケジュールが運行スケジュールが
変わります！変わります！

五
霞
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催

　

サ
プ
ラ
イ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

柴
又
１
０
０
Ｋ
が
開
催
さ
れ

ま
す

　
５
月
21
日
㈰
、
第
11
回
柴
又
１
０
０

Ｋ（
ヒ
ャ
ッ
ケ
イ
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
柴
又
１
０
０
Ｋ
は
、
東
京
都
葛
飾

区
か
ら
江
戸
川
沿
い
の
土
手
を
北
上
、

五
霞
町
で
折
り
返
し
て
柴
又
公
園
へ

戻
る
１
０
０
㎞
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。

　
五
霞
町
で
は
ラ
ン
ナ
ー
が
食
事
や

休
憩
を
で
き
る
「
五
霞
町
レ
ス
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

沿
道
で
の
声
援
が
ラ
ン
ナ
ー
を

元
気
づ
け
ま
す

　
全
国
か
ら
集
ま
る
１
，
０
０
０
人

超
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
町
内
コ
ー
ス
を

午
前
９
時
30
分
頃
か
ら
午
後
３
時
30

分
頃
ま
で
通
過
し
ま
す
。

　
ラ
ン
ナ
ー
が
気
持
ち
よ
く
走
れ
る

よ
う
、
ま
た
、
五
霞
町
が
思
い
や
り

の
あ
る
素
敵
な
町
で
あ
る
こ
と
を
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
コ
ー
ス
沿

道
で
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
Ｇ

　
☎

（84）
１
４
６
０
（
直
通
）

昨年の様子
（五霞町レストステーション）
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　４月２日、童夢公園で「ＯＨＡＮＡＭＩ～ごかマ
ルシェ～」が開催されました。
　今年は例年よりも早く桜が満開を迎えましたが、
当日もソメイヨシノやしだれ桜などきれいな花を楽
しむことができました。
　町内外から飲食や雑貨の店舗が集まったほか、
「ごかりんじゃんけん」や「バルーン飛ばし」、バ
イオリンの生演奏など子どもから大人まで多くの人
がお花見をしながらイベントを楽しみました。

　近隣企業のみなさまに駐車場をお借りするなどご協
力いただきました。ありがとうございました。

【ご協力いただいた企業（敬称略）】
・谷野ロジテム㈱　　　　・㈱染めＱテクノロジィ
・㈱インターオフィス　　・キユーピー㈱

実行委員のみなさんが話し合いを重ねて企画・運営をしま
した。当日の様子を町公式ホームページに掲載
しています。

ＯＨＡＮＡＭＩ～ごかマルシェ～開催ＯＨＡＮＡＭＩ～ごかマルシェ～開催
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ごかっ子　全国大会に出場ごかっ子　全国大会に出場
　花咲徳栄高等学校３年の小村凛さん（五霞中学校
卒業）が、３月23日から25日、福岡市総合体育館で
開催された第42回全国高等学校空手道選抜大会に出
場しました。
　埼玉県予選および関東大会では個人・団体ともに
優勝に輝き、出場を決めました。
　全国大会では満足のいく結果が出せなかったと悔
しがる小村さん。６月に開催されるインターハイ予選
を勝ち抜き、次こそ全国大会で結果を残したいと抱負
を語ってくれました。

　　　　祝　ご入学おめでとうございます

　町内小・中学校で入学式が行われ、合計104名の新１年生が入学しまし
た。新１年生は少し緊張しながらもしっかりとした立派な姿を見せてくれま
した。
　来年４月に統合を迎える東・西小学校では最後の１年生となります。たく
さんの思い出を作ってほしいです。
【新１年生】
　五霞東小学校　22名　　五霞西小学校　29名　　五霞中学校　53名

○念願の全国大会出場
　中学生の時に県大会で組
手の部で準優勝、形の部で
第３位となり全国大会の出
場権を得ました。しかし新
型コロナウイルス感染拡大
の影響で全国大会は中止と
なってしまいました。今回
全国大会に出場できたこと
はうれしかったです。

○見つけた課題を克服して
　次こそ好成績を
　今大会では悔しい結果で
したが自分の課題も見えま
した。今後はインターハイ
に向けて、課題を意識して
練習に励み、予選を勝ち抜
いて全国大会の舞台で良い
結果を残したいです。花咲徳栄高等学校３年

小
こ

村
むら

　凛
りん

さん

 インタビュー

○兄の影響で空手をはじめる
　兄が空手を習っていて、自
分も幼稚園から空手教室に通
い始めました。友達も一緒に
習っていたので楽しくて、小
学生からは「育成コース」で
練習に励みました。
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五霞町　 Topics五霞町　 Topics

ま ち の わだい

ひな祭り手作り作品展が開催されました
　ひな人形や住民の方の手作りによる「つるしびな」、手
芸作品などの展示が堀之内集会所で開催されました。
　着なくなった着物を使用したブローチやどんぐりのお人
形など数多くの作品が来場者を迎えていました。

五霞町人権教育研修会を開催
　中央公民館講堂において人権教育研修会が開催され、
町内外から62名が参加しました。
　研修会では、五霞中学生による人権作文の発表と水平
社博物館長の駒井忠之氏を講師に迎え「熱と光を求めて
～水平社創立の思想に学ぶ～」と題して講演いただきま
した。

人権・男女共同参画映画上映会を開催
　中央公民館講堂において、人権や男女共同参画の重要
性を改めて認識することを目的に、『映画　君の笑顔に会
いたくて』の上映会を行いました。
　この映画は、罪を犯してしまった子どもたちの立ち直り
を支援する女性保護司の活動を描いた作品で、上映後の
アンケートでは、「家族仲良くが大切なことであり、話し
合っていきたい」など多数の感想をいただきました。

知
ち

久
く

光
みつ

男
お

さんが旭日単光章を受章されました
　元栗橋在住の知久光男さんが高齢者叙勲で旭日単光章
を受章し、染谷町長から勲記と勲章が伝達されました。
　知久光男さんは、平成７年に五霞村議会議員に初当選
し、平成19年までの３期12年間の長きにわたり、議会議
員として尽力されました。
　議員在職当時は、議会副議長や教育民生委員長などを
歴任し、町の発展に大きく貢献されました。

3/11

3/19

3/28

3/3〜5

　３月29日、篠﨑悦子さんか
ら町の福祉の推進のために役
立てていただきたいとはがき
300枚の寄贈がありました。
　ご厚意に対し、厚く御礼申
し上げます。

　３月９日、五霞町スポーツ協会から372,585円の
寄附をいただきました。
　いただいた寄附金は、町行政発展のために有効活
用させていただきます。

寄 附・寄 贈 の お 礼
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♦小児医療輪番制
小児輪番病院は、入院治療を必要とする子どもの救急医療
を行っています。受診される際は、必ず、事前に医療機関
へ電話で相談してください。
Please call the following contact in advance
when you want to have a consultation to the doctor.

輪番日 月～土曜日：午後６時～午後11時
日・祝：午前９時～午後４時

西：茨城西南医療センター病院（境町）	 ☎（87）8111　　友：友愛記念病院（古河市）	 ☎（97）3000
赤：古河赤十字病院（古河市）	 ☎（23）7111	　　古：古河総合病院（古河市）	 ☎（47）1010
※輪番の実施時間外の外来については、筑波メディカルセンター病院☎029（851）3511で小児救急医療を対応しています。

♦茨城県救急医療情報システム
　「小児輪番検索」から、休日や夜間の子ど
もの急病時に対応している医療機関を検索
できます。

♦茨城子ども救急電話相談
　受付時間：24時間365日
　短縮ダイヤル：☎#8000
　　　　　　　　または☎050（5445）2856

もしものときの小児医療情報

子育 て 支援情報

日 月 火 水 木 金 土
5/1 2 3 4 5 6
西 西 西 友 赤 西

7 8 9 10 11 12 13
西 西 古 西 西 赤 西
14 15 16 17 18 19 20
友 西 古 西 西 赤 西
21 22 23 24 25 26 27
西 西 古 西 西 赤 西
28 29 30 31
友 西 西 西

５月の行事予定
・おにごっこ	 11日㈭
・にこにこ広場	 12日㈮
・ドッジボールをしよう	 16日㈫
・避難訓練	 	 17日㈬
・わくわく工作	 24日㈬
・にこにこ広場	 26日㈮

南児童館　☎（84）3456

５月の行事予定
・プラバン作り	 10日㈬
・缶蹴りをしよう	 15日㈪
・ちびっこ広場	 19日㈮
・ぴよぴよ広場・避難訓練	 23日㈫
・おはなし会	 26日㈮

西児童館　☎（84）2321

南児童館「にこにこ広場」の様子

　
と
ん
が
り
屋
根
の
か
わ
い
い
南
児

童
館
。
晴
れ
て
も
雨
で
も
安
心
！
運
動

し
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
、
工
作
し
た

り
と
毎
日
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
館
庭
で
は
青
々
と
し
た
芝
生
の
上

で
お
に
ご
っ
こ
を
し
た
り
、
ブ
ラ
ン
コ

や
滑
り
台
な
ど
で
遊
び
を
満
喫
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
色
々
な
経
験
を
し

て
欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
毎
月
行
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
番
人
気
は
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
で
す
。

　
ひ
と
り
で
も
大
勢
で
も
自
由
に
楽

し
め
る
遊
び
場
で
す
。
初
め
て
の
方
も

大
歓
迎
で
す
。
ど
ん
ど
ん
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

　
西
児
童
館
の
図
工
室
に
は
、
子
ど
も

た
ち
が
好
き
な
と
き
に
自
由
に
参
加
で

き
る
「
み
ん
な
の
作
品
コ
ー
ナ
ー
」
が

あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
た
ま
ご
を
持
っ
た
イ
ー
ス

タ
ー
バ
ニ
ー
に
、
子
ど
も
た
ち
が
お
顔

と
卵
の
柄
を
描
き
込
み
ま
し
た
。

　
「
先
生
で
き
た
よ
！
飾
っ
て
～
！
」

と
持
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
。
「
わ
た

し
の
は
こ
れ
だ
よ
」
と
友
だ
ち
同
士
で

見
せ
合
っ
た
り
、
遊
び
の
合
間
に
ち
ょ

こ
っ
と
製
作
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
み
ん
な
の
個
性
豊
か
な
イ
ー
ス
タ
ー

バ
ニ
ー
が
勢
揃
い
！
春
が
感
じ
ら
れ

る
、
カ
ラ
フ
ル
で
と
っ
て
も
か
わ
い
い

空
間
に
な
り
ま
し
た
。

～南児童館 「南児童館においでよ！」～ ～西児童館 「ハッピーイースター！」～



五
霞
東
小
　
八や

つ

頭が
し
ら

の
会

　
駐
車
場
や
校
庭
の

整
備
、
遊
具
の
ペ
ン

キ
塗
り
等
、
年
間
を

と
お
し
て
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
東
小
の

八
頭
の
会
。
閉
校
に

向
け
て
の
作
業
に
も

ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

二
月
二
十
五
日

　
五
霞
建
設
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
駐
車

場
の
整
地
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
卒
業
式
を
き
れ
い
な
状
態
で
迎
え
て
ほ
し

い
と
、
毎
年
卒
業
式
前
の
こ
の
時
期
に
実
施
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
落
ち
葉
を
大
量
に
処
理
す
る
た
め
の

穴
も
掘
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
重
機
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
作
業
を
や
っ
て
い
た
だ
き
、
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

三
月
十
一
日

　
令
和
五
年
度
末
の
閉
校
に
向
け
、
八
頭
の
会

の
み
な
さ
ま
が
プ
レ
ハ
ブ
棟
内
の
整
理
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
使
っ
て
い
な
い
備
品
等
を
運
び
出

し
、
分
別
し
ま
し
た
。
分
別
に
も
重
機
を
用

い
、
手
際
よ
く
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま

す
。
次
々
と
運
び
出
し
、
物
で
あ
ふ
れ
て
い
た

プ
レ
ハ
ブ
棟
の
教
室
が
、
す
っ
か
り
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。
十
五
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い

の
荷
物
の
運
び
出
し
は
大
変
な
作
業
で
し
た
。

八
頭
の
会
の
み
な
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
四
年
度

第
五
十
二
回

卒
業
証
書
授
与
式

　
三
月
十
七
日
、
全
校

児
童
参
加
の
も
と
、
卒

業
証
書
授
与
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
中
学
校
へ
の
期
待
を

胸
に
、
力
強
い
瞳
で
、

堂
々
と
卒
業
証
書
を
手

に
し
た
卒
業
生
。
こ
れ

か
ら
、
新
た
な
道
で
力

を
発
揮
し
て
い
け
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
思
い
を
込
め
た
門
出

の
こ
と
ば
、
在
校
生
全

員
と
共
に
歌
っ
た
校
歌
。
東
小
の
心
が
一
つ
に

な
っ
た
、
思
い
出
深
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

六
年
生
を
送
る
会

　
卒
業
式
を
前
に
し
た
三
月
十
日
、
三
年
ぶ
り

に
全
校
児
童
で
六
年
生
を
送
る
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
一
・
二
年
生
、
三
年
生
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
ダ

ン
ス
、
四
・
五
年
生
か
ら
は
鼓
笛
の
発
表
が
あ

り
、
六
年
生
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し

た
。
五
年
生
有
志
の
お
笑
い
発
表
は
拍
手
喝
采

で
し
た
。

　
六
年
生
か
ら
は
リ
コ
ー
ダ
ー
の
お
返
し
演
奏

が
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
生
と
在
校
生
が
そ
れ
ぞ

れ
を
思
い
合
い
、
真
心
が
形
に
な
っ
て
表
れ
た

と
て
も
心
温
ま
る
時
間
で
し
た
。

元気いっぱい！
　  ごかっ子情報

町内の小・中学校で行われた取組みや行事などを紹介します。
今月は、五霞東小学校を紹介します。

五霞東小学校

広報ごか　2023．5　 18



広報ごか　2023．519

ごかの
　お知らせ
役場の代表電話は☎（84）1111です

　
令
和
５
年
度
の
個
人
町
県
民
税
（
住

民
税
）
は
、
令
和
４
年
中
の
所
得
を
も

と
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
特
別
徴
収
（
給
与
天
引
き
）
の
方

は
、
５
月
中
旬
に
勤
務
先
へ
税
額
決
定

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
徴
収
（
各
自
で
納

付
）
、
年
金
特
徴
（
年
金
天
引
き
）
の

方
は
６
月
中
旬
に
税
額
決
定
・
納
税
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

○
令
和
５
年
度
の
町
県
民
税
証
明
書

の
交
付

　
個
人
町
県
民
税
の
所
得
証
明
書
や

課
税
証
明
書
、
非
課
税
証
明
書
な

ど
の
交
付
開
始
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　
☎

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
納

期
限
５
月
31
日
㈬
ま
で
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
納
付
後
は
、
納
税
証
明
書
と

車
検
証
を
必
ず
一
緒
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
が
所
有
す

る
軽
自
動
車
ま
た
は
心
身
に
障
害
の
あ

る
方
と
生
計
を
共
に
し
て
い
る
方
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
条
件
に

該
当
す
る
場
合
は
、
納
期
限
で
あ
る
５

お
し
ら
せ

No.572

月
31
日
㈬
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
で
、

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
自
動
車
税
の
減
免
申
請
と
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
減
免
申
請
時
に
持
参
す
る
も
の

　
障
害
者
手
帳
、
運
転
免
許
証
、
納
税

通
知
書
、
納
税
義
務
者
の
個
人
番

号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
納

税
義
務
者
の
身
元
確
認
書
類

※
減
免
申
請
書
は
町
民
税
務
課
④
番

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　
☎

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

　
乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ

ン
バ
イ
ン
・
田
植
機
な
ど
や
、
小
型
特

殊
自
動
車
に
該
当
す
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
な
ど
に
は
、
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
車
両
を
所
有
し
て
い
る
人

は
、
軽
自
動
車
税
の
申
告
を
し
て
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
所
有
し
て
い
る
こ

と
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
公

道
走
行
の
有
無
と
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。

○
登
録
に
必
要
な
も
の

　
販
売
証
明
書
（
車
台
番
号
・
メ
ー

カ
ー
名
・
排
気
量
の
記
載
が
あ
る
も

の
）

※
譲
り
受
け
た
車
両
な
ど
販
売
証
明
書

が
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　
☎

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

　
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
え
機
等
の
農

業
機
械
を
使
用
し
た
後
は
、
必
ず
泥
を

落
と
し
て
か
ら
公
道
を
走
行
し
ま
し
ょ

う
。

　
車
道
や
歩
道
に
落
ち
た
泥
の
か
た
ま

り
は
、
自
動
車
だ
け
で
な
く
歩
行
者
や

自
転
車
、
車
い
す
な
ど
の
通
行
の
妨
げ

に
な
り
大
変
危
険
で
、
砂
ぼ
こ
り
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。

　
環
境
美
化
と
交
通
安
全
の
た
め
、

道
路
に
泥
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
道
路
を
汚
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
泥
の
撤

去
・
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　
☎

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

令
和
５
年
度
個
人
町
県
民
税
の

税
額
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

軽
自
動
車
税
の
納
付
と

減
免
の
申
請

小
型
特
殊
自
動
車
の
登
録

道
路
に
農
地
の
泥
を
落
と
さ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

№ 対象 開始日

① 個人町県民税が全額給与
から差し引かれる方

5/12㈮
②

①に扶養されている方
※収入がある方などは、
6/9㈮になる場合があ
ります。

③
①、②以外の方（各自で
納付される方、年金から
差し引かれる方など）

6/9㈮
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役
場
　
１
階
　
小
会
議
室

○
日
時
・
場
所
（
境
町
）

　
毎
週
水
曜
日

 

（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

 

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

　
境
町
社
会
福
祉
協
議
会

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

　
隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ
る

生
活
相
談
（
人
権
・
福
祉
・
教
育
・
就

業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
場
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
相
談
日
程
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎

（84）
３
５
９
５
（
直
通
）

　
障
害
や
ひ
き
こ
も
り
、
お
子
さ
ん
の

発
達
に
関
す
る
こ
と
の
他
、
生
活
や
仕

事
等
、
専
門
の
相
談
員
へ
気
軽
に
相
談

や
話
が
で
き
る
場
と
し
て
、
毎
月
第
２

火
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
農
業
委
員
会
Ｇ

　
☎

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

　
経
営
所
得
安
定
対
策
交
付
金
の
交

付
申
請
を
希
望
す
る
方
に
対
し
、
受

付
及
び
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

○
交
付
対
象
と
な
る
方

・
販
売
目
的
で
転
作
作
物
を
作
付
す

　
る
農
家
の
方

○
日
時

　
5
月
28
日
㈰
～
29
日
㈪

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

　
五
霞
支
店
２
階
　
会
議
室
　

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　
☎

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

　
農
作
物
及
び
生
活
環
境
へ
の
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
猟
友
会
に
よ
る

銃
器
で
の
カ
ラ
ス
駆
除
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
環
境
美
化
運
動
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時

　
5
月
28
日
㈰
午
前
８
時
～

 

（
当
日
実
施
で
き
な
い
場
合
は
6
月

４
日
㈰
に
延
期
し
ま
す
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

　
農
地
転
用
と
は
、「
農
地
を
農
地
以

外
の
も
の
に
す
る
」
こ
と
を
い
い
ま

す
。

　
農
地
は
、
作
物
の
生
産
基
盤
で
あ

り
、
国
内
の
食
料
供
給
の
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
優
良
農

地
を
適
切
に
確
保
す
る
た
め
、
農
地

転
用
に
は
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
（
市

街
化
区
域
）
ま
た
は
、
町
や
県
知
事
の

許
可
（
市
街
化
調
整
区
域
）
が
必
要
で

す
。

　
ま
た
、
転
用
す
る
農
地
が
、
市
街
化

調
整
区
域
の
場
合
（
区
域
指
定
制
度

を
使
う
場
合
）
は
、
農
地
の
条
件
、
転

用
の
用
途
に
よ
っ
て
許
可
の
要
件
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
請
す
る

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　
５
月
14
日
㈰
、

　
６
月
４
日
㈰
、
18
日
㈰

　
全
日
、日
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で

○
実
施
区
域
　
五
霞
町
全
域

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

　
４
月
か
ら
消
費
生
活
相
談
窓
口
が

境
町
と
共
同
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

お
互
い
の
相
談
窓
口
が
利
用
可
能
と

な
り
、
対
面
で
相
談
で
き
る
回
数
が

増
え
ま
す
。

　
専
門
の
相
談
員
が
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解

決
に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
場
所
（
五
霞
町
）

・
５
月
11
日
㈭

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

  

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

　
役
場
　
２
階
　
コ
ピ
ー
室

・
５
月
18
日
㈭

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

  

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

相

談

消
費
生
活
相
談

生
活
相
談

こ
ど
も
・
お
と
な

ふ
く
し
心
配
ご
と
相
談

環
境
美
化
運
動
を
実
施
し

ま
す

カ
ラ
ス
駆
除
を
実
施
し
ま
す

農
地
を
転
用
す
る
前
に
、農
業

委
員
会
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い

経
営
所
得
安
定
対
策
交
付

金
交
付
申
請
受
付
会
お
よ

び
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
開
催
場
所
に
来
る
こ
と
が
難
し
い

場
合
は
、
電
話
相
談
や
自
宅
へ
の
訪
問

も
可
能
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ぜ

ひ
、
身
近
な
相
談
窓
口
の
ひ
と
つ
と
し

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
５
月
９
日
㈫

　
午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時

○
場
所
　
役
場
１
階
　
小
会
議
室

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）
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○
日
程

　
６
月
25
日
㈰
～
10
月
22
日
㈰

  

（
日
曜
日
の
み 

14
日
間
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
レ
ポ
ー
ト
提
出
４
回
あ
り

  

（
全
１
３
０
時
間
）
　

○
対
象
者

　
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
、

寡
婦
に
該
当
す
る
方
で
、
全
日
程
出

席
で
き
、
今
後
就
労
を
希
望
す
る
方

○
会
場

　
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
ラ
ー
ク
・
ハ
イ
ツ
会
議
室

○
参
加
人
数
　
20
名

○
受
講
料
　
無
料

　（
テ
キ
ス
ト
代
６
，
０
０
０
円
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
代
３
９
２
円
）

○
そ
の
他
　
託
児
有
り

※
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

○
交
通
費
　
一
部
支
給
有
り

○
申
込
期
限
　
５
月 

25
日
㈭

※
申
請
書
は
健
康
福
祉
課
⑥
番
窓
口
で

受
け
取
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
０
１-

０
０
６
５

※
住
所
地
の
町
内
外
は
問
い
ま
せ

ん
。
高
校
生
の
場
合
は
、
保
護
者

の
同
意
が
必
要
で
す
。

○
お
申
し
込
み
方
法

　
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

○
そ
の
他

・
報
酬
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
個
人
の
希
望
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
各
実
行
委
員
会
の
人
数
を
調
整

し
ま
す
。

※
企
画
会
議
の
様
子
を
見
学
し
て
か
ら

応
募
を
検
討
し
た
い
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
開
催
日
時
等
を
ご
案
内

し
ま
す
。

【
参
考
：
昨
年
度
イ
ベ
ン
ト
実
績
】

○
利
根
川
大
花
火
大
会
～
ご
か
マ
ル

シ
ェ
～
（
９
月
）

○
五
霞
ふ
れ
あ
い
祭
り
・
健
康
福
祉
ま

つ
り
（ 

11
月
）

○
き
ら
り
☆
ご
か
ま
ち
ぴ
か
ぴ
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（ 

12
月
～
１
月
）

　
今
年
度
の
開
催
イ
ベ
ン
ト
は
五
霞

イ
ベ
ン
ト
運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
五
霞
イ
ベ
ン
ト
運
営
委
員
会
事
務
局

  

（
ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
内
）

　
☎

（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

　
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
運
営
な
ど
を

行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
立
場
や
年
代
を
越
え
、
楽
し
く
交

流
・
話
し
合
い
の
で
き
る
方
、
次
の

よ
う
な
思
い
を
持
っ
た
方
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
形
に
し
て
、

い
ろ
ん
な
人
を
笑
顔
に
し
た
い

・
五
霞
町
を
も
っ
と
元
気
に
し
た
い

・
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て

み
た
い

・
町
内
の
異
世
代
の
人
と
出
会
い
た

い
、
知
り
合
い
た
い

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
楽
し
い

会
議
を
体
験
し
て
み
た
い

  

な
ど
意
欲
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

○
活
動
日

・
６
月
か
ら
月
１
～
２
回
の
会
議

　（
平
日
午
後
７
時
か
ら
役
場
な
ど
町

内
で
実
施
予
定
。
２
時
間
程
度
）

・
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て

※
時
間
の
都
合
が
つ
く
範
囲
で
の
参

加
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※
第
１
回
目
の
会
議
を
６
月
１
日
㈭

に
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
資
格

　
高
校
生
以
上
の
関
心
の
あ
る
方

　
水
戸
市
八
幡
町
11 -

 

52
　
ラ
ー
ク
・

ハ
イ
ツ
内

　
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
９
（
２
２
１
）
８
４
９
７

　
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎
年

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
の
方
等
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
５
月

31
日
㈬
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ

の
ほ
か
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
か
ら

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
に
よ
る
納
付

も
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
で

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
自
動
車
税
（
種
別
割
）
を

減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
受
付

期
間
は
納
期
限
（
５
月
31
日
）
ま
で

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
つ
い
て

は
、
役
場
税
務
Ｇ
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
筑
西
県
税
事
務
所
　
収
税
第
一
課

　
☎
０
２
９
６

（24）
９
１
９
０

自
動
車
税（
種
別
割
）は
納
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー「
女
性
入
会
登
録

料
通
年
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

掲

示

板

募

集

五
霞
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す

母
子
家
庭
等
自
立
促
進
講
習

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」を

実
施
し
ま
す

　
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
県
が
労
働
団
体
と
共
同
で

設
立
し
た
組
織
で
、
結
婚
を
希
望
す

る
独
身
の
方
を
対
象
に
、
会
員
登
録

制
に
よ
る
男
女
の
出
会
い
と
結
婚
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
会
員
の
増
加
を
図
り
、
よ
り

多
く
の
出
会
い
の
機
会
を
創
出
す
る

た
め
、
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
の

期
間
、
女
性
を
対
象
と
し
た
入
会
登

録
料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
対
象
期
間

　
令
和
６
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

○
対
象
者

　
対
象
期
間
中
、
セ
ン
タ
ー
に
入
会

登
録
す
る
女
性

○
お
問
い
合
わ
せ

　
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
９
（
２
２
４
）
８
８
８
８

　



穴薬師古墳
　奈良時代の貴族が造営したものといわれ、古墳の規模は、直径約30m、高さ約４mの小高い円墳で、中央に横
穴式の石室が設けられています。
　石室は、幅約２m、長さ約７mの規模で、奥部は高さ２mのひょうたん型をしています。その構造は、下段に
30cm程度の自然石が並べられ基礎となっており、その上に整形した軽石を積み上げて側壁としています。また奥
壁には板状の石を使って五輪の塔を思わせる模様が描かれています。
　こうした構造の古墳は、古墳時代後期の造営と考えられていますが、関東地方には例がなく、学術上でも貴重
な遺跡です。昭和47年５月に文化財保護の観点から復元整備が行われ、茨城県の指定文化財となりました。

○所在地　　五霞町大字川妻地内
○アクセス　圏央道「五霞IC」から車で約13分
　　　　　　JR東北本線・東武日光線「栗橋駅（東口）」
　　　　　　からタクシーで約11分

　知っているようで意外と知らない五霞町のこと。
「ごかなび」では五霞町の魅力を多くの人に知って
もらうために、グルメスポットや観光スポット、施
設などを紹介していきます。ごご ななかか びびごご ななかか びび

可愛いお子さん・ペットの写真を募集します
　みなさんの可愛いお子さんやペットの写真を広報紙に掲載しませんか？広報紙が大切な思い出に残る記念の
一冊になります。

※こちらの写真はいずれもイメージです
◯応募方法　町公式ホームページ応募フォームで受け付けします。
　「お子さんやペットのお名前（ふりがな）・生年月日・申請者情報・50字以内のコメント」を
　記載して、写真画像を添付のうえお申し込みください。
◯お問い合わせ　まちづくり戦略課　広報戦略Ｇ　☎（84）1111（内線222）

お子さん編
対象　０歳～就学前の町内在住のお子さん

ペット編
対象　犬や猫などご家庭で飼育している動物

町公式ホームページ
ごかなび
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 The
健康

応援隊

あなたの健康づくりを応援!!

家
庭
備
蓄
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う

家
庭
備
蓄
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う

アンケート
Ｑ１　今月号でよかった記事や写真を教えてください
Ｑ２　取り上げてほしい内容や企画を教えてください
Ｑ３　広報紙や町公式ホームページなどに関するご意

見・ご感想をお聞かせください
※お寄せいただいたご意見等は、紙面に掲載する場合があり
ます。また、ご意見には個別回答いたしませんのでご了承
ください。

○応募方法
　右の二次元コードまたは、町公式ホーム
　ページから応募。
◯お問い合わせ
　まちづくり戦略課　広報戦略Ｇ　
　☎（84）1111（内線222）

●●●●●●●読 者 ア ン ケ ー ト

5/20
まで

※アンケートの回答者の中から抽選でプレゼントが当たります。
※お店などをPRしませんか。アンケートのプレゼントを提供し

ていただけるお店を随時募集しています。詳細は、まちづくり
戦略課までご連絡ください。

今月のプレゼント
季節のしあわせ 田舎はちみつのスティックハニー
６月　涼葉 -Ryou  June（2.5ｇ×12本入り） 

 ５名様

　
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、
飲
食
料
品
の

備
蓄
は
し
て
い
ま
す
か
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復

旧
ま
で
１
週
間
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
物
流
機
能
の
停
滞
に
よ
り
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
食
品
が
購

入
で
き
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
て
、
家
庭
備
蓄

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
備
蓄
の
目
安
は
、

最
低
で
も
３
日
分
、
で
き
れ
ば
７
日
分
を
人

数
分
用
意
し
ま
す
。
乳
幼
児
や
高
齢
者
な

ど
、
配
慮
が
必
要
な
場
合
は
、
２
週
間
分
の

備
蓄
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
一
番
必
要
な
も
の
は
「
水
」
で
す
。
命
を

守
る
た
め
に
必
ず
備
え
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
大
人
１
人
１
日
お
よ
そ
３
L
が
目
安
で

す
。

　
食
料
品
等
の
備
蓄
方
法
は
、
「
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
」
が
簡
単
で
す
。
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
と
は
、
普
段
の
食
品
を
少
し
多
め

に
買
い
置
き
し
て
お
き
、
消
費
期
限
の
古
い

も
の
か
ら
消
費
し
て
、
消
費
し
た
分
を
買
い

足
す
こ
と
で
、
常
に
一
定
量
の
食
品
が
家
庭

内
で
備
蓄
さ
れ
て
い
る
状
態
を
保
つ
た
め
の

方
法
で
す
。
こ
れ
は
、
費
用
も
時
間
も
、
普

段
の
買
い
物
の
範
囲
で
で
き
ま
す
。
家
庭
で

す
る
こ
と
は
、
買
い
置
き
の
ス
ペ
ー
ス
を
少

し
増
や
す
だ
け
で
で
き
ま
す
。

　
缶
詰
な
ど
、
日
頃
か
ら
ど
ん
ど
ん
食
べ

て
、
好
み
の
味
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
時
、

行
動
制
限
が
あ
り
、
食
品
の
購
入
に
困
っ
た

方
も
多
く
い
た
と
思
い
ま
す
。
災
害
時
だ
け

で
な
く
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
困
ら
な
い
よ

う
に
、
飲
食
料
品
と
合
わ
せ
て
、
日
用
品
や

衛
生
用
品
も
準
備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

（
健
康
福
祉
課
　
保
健
師
）

備える

食べる
ローリング
ストック

14ページ マルシェにも出店14ページ マルシェにも出店
田舎はちみつあかぼっけさんからプレゼント田舎はちみつあかぼっけさんからプレゼント
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ご意見・ご要望をお待ちしています。 kikaku@town.goka.lg.jp1111（内線221）まちづくり戦略課広報担当☎（84）  
〒306-0392 茨城県猿島郡五霞町小福田1162-1　TEL 0280（84）1111（代表）
ホームページ https://www.town.goka.lg.jp

お知らせカレンダー

人口と世帯

町公式
ホームページ

5月の納税 ▶納期限…5月31日㈬まで

夜間収納窓口
町 税 等 町民税務課（役場）税務Ｇ ☎（84）1966

介護保険料 健康福祉課（役場）高齢者支援Ｇ ☎（84）0006

上下水道料金・下水道受益者負担金

▶4月の開設日
4月  日(  )：午後５時15分～午後７時

総人口 　男
　女

世帯数人 人
人

世帯（ 人） （189　人）
（ 人）

（243世帯）8,107 4,141
3,966

3,403307
118前月比  ＋8人（＋2人） （　）内は外国人登録で内数

４月１日現在
住民基本台帳から

行政情報を始め、様々な情報を
発信しています。

ぜひ、この機会にご登録を！

素材データはあたりです素材データはあたりです

軽自動車税  全期　町民税務課　税務Ｇ　☎（84）1966
後期高齢者保険料  随時　町民税務課　税務Ｇ　☎（84）1966

軽自動車税 　　全期 町民税務課　税務Ｇ ☎（84）1966
後期高齢者医療保険料  随時 町民税務課　税務Ｇ ☎（84）1966

町県民税  随時 町民税務課　税務Ｇ ☎（84）1966
国民健康保険税  随時 町民税務課　税務Ｇ ☎（84）1966

介護保険料  随時 健康福祉課　高齢者支援Ｇ ☎（84）0006

ダウンロードはこちらから

※アプリの使用は無料ですが、通信費は回線ごとの負担となります。
※広告が表示されますが、五霞町とは関係ありません。

行政情報を
プッシュ通知でお届け！

2023年

5月
  五霞町公式SNS 更新しています。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日 6

可燃ごみ 缶　類 可燃ごみ びん類・ペットボトル 可燃ごみ

7 8 9 10 11 12 13
こども・おとな ふくし
心配ごと相談
（役場1階小会議室）
ヨガ教室
（ふれあいセンター）

プラバン作り
（西児童館）

おにごっこ
（南児童館）
消費生活相談
（役場２階コピー室）

にこにこ広場
（南児童館）

可燃ごみ 紙　類 可燃ごみ 不燃性粗大ごみ 可燃ごみ

14 15 16 17 18 19 20
【予約制】新型コロ
ナワクチン集団接種
（中央公民館）
カラス駆除
（全域）

缶 蹴りをしよう
（西児童館）
道の駅ごか定休日

ドッジボールをしよう
（南児童館）

すくすく相談
（保健センター）
避難訓練
（南児童館）

消費生活相談
（役場1階小会議室）

ちびっこ広場
（西児童館）

可燃ごみ 缶　類 可燃ごみ びん類・ペットボトル 可燃ごみ

21 22 23 24 25 26 27
【予約制】新型コロ
ナワクチン集団接種
（中央公民館）
柴又100K
〜東京⇔埼玉⇔
茨城の道〜

ぴよぴよ広場
避難訓練
（西児童館）

3歳児・3〜4か月児健診
（保健センター）
ヨガ教室
（ふれあいセンター）

わくわく工作
（南児童館）

にこにこ広場
（南児童館）
おはなし会
（西児童館）

いばらき玄関まつり
（みすべ公園）

可燃ごみ 可燃性粗大ごみ 可燃ごみ 不燃ごみ 可燃ごみ

28 29 30 31
【予約制】マイナンバー
カード申請＆交付

（午前９時〜正午）
（役場①番窓口）
【予約制】新型コロ
ナワクチン集団接種
（中央公民館）
環境美化運動
（全域）

離乳食教室
（保健センター）

可燃ごみ 缶　類 可燃ごみ

ごかりんクラブのダウンロードは
町公式ホームページから

アプリの特典情
報なども発信し
ていきます。


